
行政評価シート（事務事業評価） 評価年度 28年度 

事業名 武田の里ライフカレッジ支援事業 担当課 教育課

細分化した事業名 武田の里ライフカレッジ支援事業

１ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の計画的位置づけ 

基本方向 魅力あふれるまちづくり

第６次長期総合計画での目的体系 政策 いつまでも生きがいを持って暮らせるまちづくり

施策 生涯学習の推進

関連する個別計画等 根拠条例等

２ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の概要 

事業の目的

市民一人ひとりが、自己の人格を磨き豊かな人生を送ることができるよう、生涯学習の理念に基づき男女共学

の学びの場としてライフカレッジを開設する。

事業の手段 

・毎月第３木曜日に開催。午前中はクラブ活動（書道・俳句・料理など）を行い、午後は講師を招き、講演会

を実施。
・大学の運営は、学生で構成される運営員会で協議決定する。

事業の対象

市民及び市外在住者 

３ 実施（ＤＯ）：投入費用及び従事職員の推移（インプット＝費用＋作業） 

25 年度 26 年度 27 年度

A 事業費 (千円) 1,966 2,364 2,257
財
源
内
訳

国・県支出金

その他（使用料・借入金ほか）

一般財源 1,966 2,364 2,257

B 担当職員数（職員 E） (人)  0.24 0.24  0.45

C 人件費(平均人件費×E) (千円) 1,558 1,631 3,022

D 総事業費(A+C) (千円) 3,524 3,995 5,279

主な事業費用の

説明 
ライフカレッジ活動補助金及び会場施設使用料。

なお、２７年度より学生数が大幅に増加したため、事務量が増し人件費が上がった。

注〉平均人件費は各年度決算額(職員給与費)から算出した 25 年度（6,491 千円）,26 年度（6,794 千円）,27 年度（6,715 千円）を使用しています。 

４ 実施（ＤＯ）：事業を数字で分析（アウトプット＝事業量）

指標名 指標の算出方法
実   績   値

25 年度 26 年度 27 年度 

活動指標

１
学生数 学生数（人） 611 576 901

２
受講者数
（移動学習を除く）

延べ受講人数（人） 4,750 4,522  7,394

３

妥当性 □ Ａ 妥当である ■ Ｂ ほぼ妥当である □ Ｃ 妥当でない

上記活動指標と妥当性
の説明

１
２７年度は講師に、池上彰氏を招くなどその知名度により、多くの学生が入学した。

２
学生数が増えたことにより、受講者数もこれまでに比べ大きく増加した。

３



５ 評価（ＣＨＥＣＫ）： 事務事業評価 （アウトカム＝成果・効果）

指標名 指標の算出方法
実   績   値

25 年度 26 年度 27 年度

成果指標 

もしくは 

まちづくり

指標

１
受講者満足度
（アンケート結果）

満足と回答した数/回答者数
（％） 
  407 人 /481 人 

89.4 76.1 84.6 

２

受講率(%) 延べ学生数/延べ人受講人数
(%) 
７,３９４人/９,９１１人

70.7 71.4 74.6

３
学生１人当たり経費

（総事業費ベース）

総事業費/学生数 （円）
７,８１１千円/９０１人

11,118 9,881 8,669

成 果 □ Ａ 上がっている ■Ｂ ほぼ上がっている □ Ｃ 上がっていない

上記指標の妥当性と成
果の内容説明

１
毎年学生に対しアンケートを実施。来期講師の希望などを聞き、翌年度の運営などに反映させてい
る。

２ 受講率は年々上がっており、多くの学生が受講している。

３
２６年度に比べ、学生数が増え入学金収入が増えたため、学生１人にかかる経費が少なくななった。

事務事業総合評価 □ Ａ 期待以上に達成 ■ Ｂ 期待どおりに達成 □ Ｃ 期待以下の達成

６ 改善（ACTION）：今後の事務事業の展開

□ 拡大（コストを集中的に投入する） ■ 一部改善（事務的な改善を実施する）

今後の事業展開
□ 全部改善（内容・手段・コスト・実施主体等

の見直しが必要）

□ 縮小（規模・内容を縮小、又は他の事業と統合

する）

□ 廃止（廃止の検討が必要）

事
務
事
業
の
改
善
案

改善の概要・方向性（いつまでに、どういう形で具体化するのか）

28年度の改善計画（今後の事業展開説明）
ライフカレッジの学生（８４８人）のうち３８％（３２２人）が市外の学生である。これまで、入学金は学生
一律５千円で運営してきたが、市外学生との間に差を設けるか運営委員会にて検討をすすめる。また、新たなク
ラブ活動についても検討を進める。
なお、運営委員については、これまで市外は１名の構成であったが、今年度より２名に増やした。（１００名
以上の学生がいる地区は２名選出）

過去
の 
改善
経過

・平成20年より、これまでの婦人大学から「武田の里ライフカレッジ」と名称変更し男女共学とした。また、入学金を４千

円⇒５千円に変更。 
・平成２７年より,子育て世代にも受講しやすいよう託児サービスを開始。また。手話通訳者のサービスも始めた。 

課長所見
事業費は文化ホール使用料、ライフカレッジへの補助金、事務局員人件費である。受講生の増加により入

学金の増加を見、講座事業費の充実ができ、事務局運営費等経費にも十分な対応ができた。


